平成25年度第4回社会教育委員会議議事録

日時：平成26年3月18日（火）午後２時から
場所：八尾市役所西館４階４０１会議室
出席委員（名簿順）

岩下委員、村尾委員、新居委員、中西勝晴委員、

田中委員、白木委員、北村委員、中西正委員

事務局
浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、
南八尾図書館長、渞文化財課長、本鍋田指導課長、宮田生涯学習スポーツ課長補佐、

奥保生涯学習スポーツ課長補佐

次第

１　議長挨拶

２　教育長挨拶

３　案件

　１．報告事項

　　⑴　生涯学習スポーツ課

　　　①　八尾っ子夢実現プロジェクトの結果について　　　（資料１）

　　　②　八尾市小学生サッカー大会の結果について　　　　（資料２）

　　　③　八尾市小学生なわとび名人検定等の結果について　（資料３）

　　⑵　八尾図書館

　　　①　（新）八尾市立図書館の開館について　　　　　　（資料４）

　　⑶　文化財課

　　　①　平成25年度　八尾市指定文化財について　　　　　（資料５）

　　⑷　指導課

　　　①　土曜スクールについて　　　　　　　　　　　　　（資料６）
４　その他

会議要旨

１　議長挨拶

　　（略）

２　教育長挨拶

（略）

３　案件

　１．報告事項

　　⑴　生涯学習スポーツ課

　　　①　八尾っ子夢実現プロジェクトの結果について　　　（資料１）

　　　②　八尾市小学生サッカー大会の結果について　　　　（資料２）

　　　③　八尾市小学生なわとび名人検定等の結果について　（資料３）

　　⑵　八尾図書館

　　　①　（新）八尾市立図書館の開館について　　　　　　（資料４）

　　⑶　文化財課

　　　①　平成25年度　八尾市指定文化財について　　　　　（資料５）

　　⑷　指導課

　　　①　土曜スクールについて　　　　　　　　　　　　　（資料６）
○事務局
　（資料に基づき説明）

○委員

　土曜スクールのリーフレットは、児童生徒の保護者には、学校から渡しているのですか。
○事務局

保護者には児童生徒を通して配らせていただいております。地域の方には回覧という形で今、周知させていただいているところです。２月上旬の自治振興委員会で回覧をお願いして、その後の各地域での会議を経て、順次回覧されるものと考えております。

○委員

　地域の集会があるときにこれを配付したらだめですか。回覧を見られている方というのは、なかなか少ないので、回覧で市民全体に市の新しい事業を知らせるというのは難しいのではないかと思います。月日が経てば今度の土曜日には学校があるなということで市民に定着すると思いますが、初めて実施されるということであれば市民全体に知らせるのはなかなか難しいものと思います。

○事務局

　枚数に限りがある中、子どもには土曜日に登校してもらわないといけませんので、まずは保護者ということで周知させていただきました。そして地域の方には今言いましたように枚数に限りがありましたので、回覧という形で周知をお願いいたしました。実際に各学校で取り組みを行われる際には、いろいろな形で学校から、例えば学校だよりなどを活用して、地域への周知を行っていただけると考えております。

○委員

このリーフレットは、くださいということで、そちらのほうに行けばもらえますか。絶対だめですか。

○事務局

　何らかの形で配る必要はあるかと思います。転入児童生徒などに備えて予備がありますので、地域の会議でしっかり知らせたいということで、おっしゃっていただければ、それぐらいの枚数はあると思いますので、よろしくお願いします。

○委員

　図書館については開館時間の延長など、サービスの向上にいろいろ努力していただいており期待しております。

　過日、関東のどこかで、アンネの日記のページをちぎったという問題がありました。八尾市内において学校図書館も含めた図書館で、そういう案件はなかったかどうか、これが一点目。それから、なわとびの銘板についてですが、一昨日私、試合で総合体育館に行きました。確かに立派なプレートがついています。子どもにとって励みになったらいいと思うのですが、その上を見たら府総体の古い平成１８年の賞状が残っています。この間もずっといい成績を残してくださっておりますので、機会があればつけかえていただくと、より励みになるだろうというふうに思います。

○事務局

先月あたりから関東の公立図書館や書店で「アンネの日記」の一部を損傷するという事象がありました。本市へも問い合わせがマスコミなど各方面からあり確認させてもらいましたが、市内の図書館では、そういった被害は今のところ見つかっていないところです。ただ幾つか関連図書が今貸出中でお持ちの方もおられますので、全体的にどうなっているのかについて完全には把握し切れておりませんが、今図書館にあります本については、そういう損傷の事例は見つかっていないというところでございます。

○委員

喜ばしいことを報告させていただきます。桂小学校は児童数が少ないです。この間も生活発表会を見せてもらいに行きましたが、全校児童が１２３名で本当に少ないです。少ないですが子どもたちはグラウンドでなわとびやサッカーの練習を一生懸命しています。「下手やから大会には出られないけど楽しいよ」と言ってくれる子どもが多くなってきています。一番うれしいのは、テレビゲームをやっている子どもや携帯電話でメールをうっている子どもたちに「外で遊んだ方が楽しいよ」「体も生き生きとして食事もおいしくなるよ」と話をしたら、「ほんとや、おばちゃん、楽しいよ」という答えが返ってくることです。先生も「座ってないでこっちに来て友達同士遊ぼう」と一生懸命、励ましの声をかけておられます。これは本当にいいことだと思いますし、児童は少ないけれども頑張っているなと思います。

それから２月に人権学習発表会というものがありましたが、中国の方、韓国の方がたくさんおいでになりました。児童の中にも中国籍、韓国籍の子どももいますが、韓国ではこのような踊りがあります、中国ではこのような風習がありますという紹介を、民族衣装を着てやってくれていたのは本当にうれしかったです。

それから、手話にも子どもたちと先生が一丸となって一生懸命取り組んでいます。難聴で言葉をうまく発することのできない子どもさんも全部同じように授業を受けています。
このような取り組みが今後もなくならないよう、教育委員会も各学校の先生もそれぞれに努力されていると思いますが、一層の努力をしていただいて、子どもたちが元気になるように取り組んでいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○事務局

　今、委員より大変ありがたいお言葉をいただきました。ありがとうございます。今年度なわとび名人検定が４回目、認定会が昨年に続いて２回目だったのですが、参加者が昨年度の２１０人から９８人ふえました。この間、大阪府がつくっているなわとび認定カードを菊花ライオンズさんに市内全児童数分つくっていただき、それをお配りしております。また、希望する学校に出向いてなわとびの認定会を行っております。これらの取り組みを通じて、各学校でなわとびの取り組みが充実した結果だと考えております。私どもといたしましては、事業をする以上は多くの子どもたちに参加していただき、先ほど委員さんがおっしゃったように、子どもたちが楽しみながら体力づくり、仲間づくりに取り組んでいただければと考えております。
それと、サッカー大会や軟式野球大会については、桂小学校は児童数が少ないということで、登録メンバーぎりぎりで参加していただいておりますが、一生懸命プレーしてくれています。野球は人数がそろわなかったということで不参加でしたが、サッカーは出ていただき一生懸命プレーしていましたので、そういう姿を見ますと私どもはもちろんうれしいですし、保護者の方もきっと喜んでいただいていると思いますので、今後もお子さんの励みとなるように取り組んでいきたいと思っております。

　それと賞状の件につきましては、一度確認して改めたいと思います。
○委員
僕も前から気になっていましたが、総体の賞状を張るのであれば、もう少し格好よく張ってほしいです。ずれたりゆがんだりしています。八尾の一番の欠点はそういう細かいところに配慮がないことです。山本球場に飾ってある野球大会で優勝したチームの写真もそうです。何度か言って割ときれいにそろえてくださいましたが、一目見ただけで格好いいと思われるようにやってほしいと前から私は思っていました。これの責任者については、指定管理者か生涯学習スポーツ課かはわかりませんが、ひとつよろしく頼みます。
○事務局

今の賞状の件もそうですが、我々、課の前に講座などのいろいろなイベントを市民にお知らせするパンフレットなど置かせてもらっております。これにつきましても、今まではただ単に置いているだけという感じでしたが、より市民の方に見ていただける、手にとっていただけるにはどうしたらいいかというのを今年度考えまして、わずかではありますが変化をつけさせていただいたところであります。今お話にありました賞状や、その他のお知らせするものについても、もう一度担当者で確認いたしまして、今おっしゃったように格好いい掲示の仕方を考えてみたいと思います。よろしくお願いいたします。

○事務局

　桂小学校の話が出ましたが、社会教育委員の皆さんにもお伝えしておかなければと思いましたので、少しだけ話をさせていただきます。

　高安地域において、今は府有地である清友高校の跡地を市に返してもらって、そこに小中一体化の施設を、高安中学校と北高安小学校と中高安小学校を一緒にする施設をつくります。これについては議会へも説明をさせていただき、一応承認はいただいているところです。この施設は平成２８年、再来年の４月開校する予定です。
桂小学校については、ここ数十年にわたって児童数がどんどん減ってきています。現在２年生は７人で、６学年で１２０人ほどです。２年前に学校適正規模審議会から答申をいただいています。２年も経過しましたが、ようやく桂小学校の小規模化をいかに改善していくのか、そういったあたりの話について教育委員会が地元の方や桂小学校のＰＴＡ、保護者の方と一緒になって、この４月から協議をする場をつくっていくということが決まりました。これは、３月議会の前に各議員にお伝えし、一応了解いただいておりますが、その中でも気になるのは、桂小学校の耐震化のことです。耐震化工事を２６年度、２７年度の２年間にわたって実施する方針を立てていましたが、一旦その工事をストップして、桂小学校の位置づけをどうしていくのかということと合わせて、地域の方と協議をしていきたいと思っています。大体一年ぐらいをかけて、ある程度の方向性を導き出したいと考えています。流動的事案ということでお知り置きいただきたいと思います。
もう一点、全学年が一クラスになるという学校も出てきます。竹渕小学校がこの４月から全学年一クラスになります。これについてもこれからどうしていかないといけないかということを視野に入れながら、とりあえずは桂中学校区のこれからの学校づくりをどうしていくのかということを教育委員会として必死になって考えていきたいと思っていますので、そのあたりについて情報提供をとりあえずさせていただきます。
○委員
今のお話はよくわかります。西郡地域には西郡保育所とあい桂保育所の２つの保育所があり、たくさんの園児がいます。桂小学校の来年の入学児童は多いだろうかと期待して、私は毎年２月に両保育所の生活発表会へ行きます。でも４月になって蓋をあけてみると、やっぱり桂小学校の入学児童の数は同じような状況です。保育園児はたくさんいるのに小学校になるとがたっと減ります。保護者は学校のレベルが違うからということで、小学校入学時点で校区を変わっておくということで変わられる方が多いです。どこの学校に行っても勉強するかしないかはその子自身の問題だから関係ないと言っても、桂小学校の卒業生と言われたらということでメンツだけを考える方がいます。だから教育委員会ももっと力を入れていただいて、あい桂保育所と西郡保育所を卒園した子どもは全員、半強制的でもいいから校区内の小学校に入るようにしてほしいです。うちは長池小学校区に高い家賃のマンションを借りて変わったと自慢するように言う方もいます。それは自慢にはならないと思います。どこの学校を出ても一緒です。高校の入学試験も、みんないい高校を受けているという話をこの間もしました。小学校の基礎が大事だからと見栄やメンツで言うお母さんがいます。だから教育委員会はもっともっと力を入れていただいて、どこの学校を卒業しても一緒です、本人次第ですということを強調していただいて、ほかの校区の小学校に行かれないように足どめするという努力もしてほしいと思います。
○事務局

今の御意見に関連してもう一点だけ述べさせていただきます。いろいろな要因が重なり合って子どもがどんどん減ってきているものと思います。やはりまずは子どもをふやす努力をしないといけないと思います。教育だけの話ではなく、まちづくりとして西郡をどうしていくのかということを考えないといけないと思います。教育のほうでは、どんないい学校をつくっていこうかということを考えますが、当然市長部局の担当部局とも連携してどんな西郡のまちをつくっていくかということが、ものすごく重要な観点だと思っています。御指摘の部分は十分わかりますが、市全体で取り組んでいくべきものだと思いますので、よろしくご理解願います。
○委員

　土曜スクールですが、ゆとり教育になって土曜日があいているので遠方の塾にわざわざ行かせておられる方が近所にいます。毎月あるわけではないと思いますが、困るなあという声を聞いています。年に何回ぐらい実施する予定になっているんでしょうか。まだ確定していないのでしょうか。

○事務局

　回数については各学校で考えていただいております。正式に教育委員会で取りまとめているわけではありません。聞き及んでいるところでは、１学期に早速１回目をやって２学期に２回目というように、各学期に１回ずつ年間３回ぐらいの予定を立てておられるところが多いと認識しております。

○委員

　休むと欠席扱いになると書いていますね。

○事務局

　教育課程に位置づけられた取り組みとして、各学校においていろいろな有意義な取り組みや行事を実施しますので、休むことなく参加していただいて、周りの子どもたちと一緒に取り組んでいただきたい。例えば音楽会でしっかり歌を歌いきって充実感を味わうことで自分の生き方にもつながってくるかと思います。ぜひ保護者の方には御理解いただきたいと思います。

○委員

　『八尾っ子』夢実現プロジェクトについてお尋ねします。今、結果の報告をいただきました。いい企画で各小中学校の方が出ているので、もう少し広報を広げていただいたら興味のあるお子さんは見に行かれるのではないかと思いますが、これは市政だよりに載っているのですか。
○事務局

生涯学習センターで実施いたしました事業につきましては、夏休みの講座として市政だよりでお知らせいたしました。その他の事業は校長会を通じて各学校へ参加を呼びかけました。

○委員
　土曜スクールの回覧ですが、今、私は組長をしておりまして、このときは十数枚の回覧の依頼がまいりました。私は先に土曜スクールのことを聞いておりましたので、２枚ぐらいの回覧板に分けて土曜スクールを一番上に乗せて回しましたが、早いうちに帰って来ました。ほとんど読まれていないのではないかという感じで見受けられたので、もう少し回覧を充実して地域の方へ配慮されたほうがいいのではないかと思います。
○事務局

　いろいろ御配慮いただきまして、ありがとうございます。次からまたそういうような意見をしっかり聞きながら対応していきたいと思います。

○委員
　年度末は回覧の数が結構多いです。

○事務局

　確かに自治振の会議でお願いしたときもかなりの数があったので、御負担をおかけしたと思います。申し訳ありませんでした。今後ともよろしくお願いします。

○委員

　土曜スクールについてですが、本校は先週の職員会議で年間３回取り組もうということで日程も決めさせてもらいました。ＰＴＡの運営委員会もありましたので、そちらにも報告してぜひ参加をお願いしますということで依頼申し上げたところです。学校５日制の中で、私の小学校区では地域の方により様々な取り組みが行われています。月に１回、地域の育成会や子ども会が主体となって、子どもたちが二、三百人集まるような、そんな行事をずっと長い間、実施されてきています。

そういった取り組みはそれぞれとっても大事ですので、それとは重ならないように、あるいは地域のスポーツ祭ですとか、ふれあい祭りですとか、いろいろな行事がございますので、そこを尊重しながら、いつ実施していくかといいますと、本校でいいますと３回ぐらいになりまして、７月の第１週の土曜日、９月の第１週の土曜日、１月の最終土曜日、の３回、これぐらいしかないという状況でございました。
内容については、これまで学校の中で取り組んできたものを保護者の方や地域の方と一緒に取り組むことで、学校の様子や子どもたちの頑張りを見ていただこうというように考えました。

ひとつは平和学習といいましょうか、戦争体験をお話しいただける方が本当に減ってきておりますので、そういう方をお招きして聞き取りをしようというものです。低学年はアニメなどを見ながら平和の大事さを学習しています。最近でもよくテレビなどでいろいろな紛争の様子が報道されていますが、それを身近にいるおじいちゃん、おばあちゃんが実際に経験したということを、保護者の方と一緒に勉強しようというのが一つです。

もう一つは、地域清掃が夏休みの終わりごろにあり、いろいろな方に学校へ来ていただききれいにしていただいています。そこへ保護者の方にも参加していただき、一緒になって学校の中をきれいにしていただこうというものです。高い窓や天井はなかなか子どもだけではきれいになりません。子どもの勉強する環境については、きれいなほうが心も落ちつきますし、いろいろな意味でいい習慣になりますので、トイレや手の届かない高いところの窓ガラスなどを一緒にきれいにしたいと考えています。そして、最後に集団下校訓練を一緒にお願いしたいと考えています。２学期は台風など緊急に下校する場面がありますので、地域の方、保護者の方と一緒に下校する訓練をやろうと思っています。大震災が起こった際の子どもの保護者への引き渡しの訓練をしようとする学校もあるように聞いています。

三つ目が１月の終わりごろですが、子どもたちがいろいろな遊びのコーナーをつくって全児童で楽しむという行事があります。例えばテレビでもよくやっているボールを蹴って番号のところに当てるゲームやけん玉、その他のゲームなど、たくさんのコーナーをつくります。これを土曜日に実施して児童と地域の高齢者、来る４月に入学する新一年生、未就学の子どもなどと一緒に楽しむとともに、学校の様子を見てもらおうということでは取り組もうと考えています。まだまだ取り組み始めですので、いろいろな課題や至らないところが出てくるかと思いますが、学校の様子を知っていただく、開かれた学校づくりと教育委員会から聞いておりますので、その趣旨に添うような形で取り組んでまいりたいと思っています。
○委員
八尾図書館について、利用者の利便性の面からと管理面から、二、三点質問をさせていただきます。現図書館の資料は、使えなくなったものは別にして、開架できるものは持って行かなければならない。面積は倍になるということですので、こちらへ持って来たら半分しか埋まらないということになってしまいます。面積的に言ったら。現在の開架できる面積は１００です。新しいほうは２００です。２００の場所に１００の分の図書を持って行くとがらがらになってしまうのかと思うのですが、それは新たに蔵書を購入されるんでしょうか。まずこれ一点。資料に児童本で２万５，０００点、ＡＶ資料で４，０００点、それから一般本で５万８，０００点と書かれています。これは新たにいくらか購入してこれらの数字になるということなのか教えてもらいたいと思うのが一点です。
図書館情報システム全体の更新ということで、先ほど御説明がありましたが、これにより具体的にはどのようなサービスの提供ができるようになるのか、これが二点目です。
それから、管理面で駐車場に関する質問ですが、例えば会議等で青少年センターへ車で来られて、それらの車が駐車場を埋めてしまうということがあるのかと思います。図書館利用者が日によっては駐車場が利用できないのではないかという気はするのですが、こういう場合の対応をどうされるのか、何台ぐらい駐車が可能なのかということを教えていただけますか。
それから、新八尾図書館の３階と４階に青少年センターができますが、ここの所管は生涯学習部になるのですか、それともこども未来部ですか。また、センター内の会議室等については、市政協力団体の会議、市の会議には使えるとは思いますが、青少年団体や地域団体等が会議をされるときには利用が可能なのかどうか。可能であれば手続はどのようになるのか。管理がこども未来部ということであれば、八尾図書館長からは答えにくいでしょうか。
　それと、今の八尾図書館の跡はどうされるのか。既存サービスの充実に向けて活用していくと資料には書いてありますが、今の図書館はかなり古いです。八尾図書館長がどうこうしますというふうに答えられないと思いますが、取り壊されるのかどうか、もし決まっていたら、それをわかる範囲で聞かせていただけたらと思います。
○事務局

今の八尾図書館の１階、２階の、開架スペースが４００平米ぐらいの広さです。それが新八尾図書館では１階、２階で九百から千ぐらいと倍以上の広さとなります。現図書館に置いている本を、そのまま面積が倍の新しいところへ持って行くと、１冊あたりの面積が広くなり、かすかすになるという懸念だと思います。通常、八尾図書館で年間おおむね千五、六百万円ぐらいの購入費がついているのですが、平成２４年度、２５年度の２カ年間で蔵書を増強するために、通常の購入費に加えて、ＡＶ資料の購入費を含めて約３，０００万円を追加予算として措置いただいておりまして、蔵書については充実させていただいております。また、これまでの八尾図書館は開架スペースが狭く移動図書館が入っている倉庫や周辺倉庫に多くの本を保管しているという状況で、カウンターで書名を指定いただいて職員が倉庫までとりに行ってお渡しするということが何百回とありましたが、そういった倉庫に保管していた本で利用頻度が高いものを開架いたしますので、開架スペースの本についてはおおむね充足できるもの考えております。

　また、図書館システムの更新につきましては、大きな変化といたしまして、これまでは例えば本を１０冊借りていただく場合だと、カウンターで職員が一冊一冊バーコードを読み込んでピーピーやっていましたが、これからはＩＣタグを活用し全ての本にタグをつけますので、１０冊の本を読み取り板の上に乗せていただくと瞬時に内容を読み取って、瞬時に貸出手続ができるようになります。また、貸し出し手続きを職員にやってもらうのではなくて、セルフでやっていただくことのできる自動的に貸し出し機も導入します。これにより貸出手続のスピード化を図ることができます。また、どのようなものを借りているかということを知られたくないということでプライバシーを守るという考えもある中、自動貸出機があれば自分の借りたい本をスムーズに借りていただけるようになります。
また、非常に多くの本が不明になっていて、持ち出されているのではないかという本も全体で年間、千冊ぐらいあります。これからは出入口にゲートをつけることで貸出手続の済んでいない本がゲートを通過すると音が鳴りますので、手続未了の本があるのではないですかという声をかけさせていただこうと考えております。
また、館内でインターネットを見たい、パソコンで本を見たいという御要望もいただいております。昨年度までに昭和時代の市政だよりや古い本をデジタル化させていただいておりますので、館内のパソコンで、昭和３０年、４０年代の市政だよりを閲覧するサービスを提供できるのではないかと考えております。これは一例でございますが、そういった形でいろいろ電算関係の機器についても充足していきたいと思っております。
次に駐車場の件ですが、新しい八尾図書館の敷地は非常に狭く、１階に駐車場スペースを設けてしまいますと、どうしても本を閲覧するスペースが確保できないという難しい問題に直面してしまいますので、いろいろ協議する中で新しい八尾図書館におきましては、お車で来られる一般の方々、健常者の方々については、申しわけありませんが市役所の地下の駐車場を御利用いただくということで考えております。新しい八尾図書館の駐車場については車椅子利用の方や障害を持っている方、または子育て中のお母さんなど、一定配慮をさせていただくべき方々の駐車スペースとして２台分設けております。基本的には市役所地下駐車場を御利用いただくということで整備をさせていただいております。

　また、新しい建物の青少年センターの機能といたしましては、３階に集会室があり、百二、三十名ぐらいの方々が入れるスペースになっております。また、４階には会議室を設けておりまして、２０、３０人ぐらいの方々が会議できるスペースとなっております。これらのスペースについては、引き続き市長部局のこども未来部青少年課が基本的に管理をするということになっております。ただ、青少年課は本庁舎内で事務をやっており場所的に距離もありますので、青少年センター部分の部屋の鍵の開け閉めについては、図書館がビルの管理をお願いする会社にやっていただこうと考えております。
また、いろいろな団体の方々が部屋を使えないかということなのですが、これについては青少年課で作っている各会議室の貸し出しの要項に基づき貸し出しを行うということになります。私が聞いている話によると、もともと青少年センターの会議室自体が青少年の健全育成を図る団体の活動を支援する機能を果たすためのスペースということで聞いております。そういった青少年健全育成を図るという趣旨で大人の方々、団体の方々が会議をされるとか、また青少年を集めた研修会をするなど、趣旨にかなうものであれば利用は可能なのではないかと私自身は思っております。

最後に、旧の八尾図書館の今後の扱いについてですが、移動図書館が現在入っています建物については引き続き市立図書館として使わせていただきます。１階は移動図書館のスペースとして使用します。

また、２階部分については、図書館から学校へ、年間約一万数千冊の貸し出しをさせていただいております。これまで貸し出しに当たっては移動図書館の車の周りで段ボールを開けて、先生や児童生徒さんに本を選んでもらっておりました。

今後、２階部分については、学校を支援するための本を所蔵するためのスペースや、寄贈いただいた本などを管理するスペースとして使っていきたいと思っております。
なお、現在の八尾図書館のれんが造りの建物の今後の活用については未確定でございます。平成２２年ごろの庁舎周辺施設整備の特別委員会の中では、子どもを支援するために活用という考え方もありましたが、今後の活用についての正確なところは、市長部局で施設再配置ということで検討されていると聞いております。平成２６年度の１年間につきましては利活用方策が決まっておりませんので、八尾図書館で建物の維持管理は引き続き行わせていただく予定をしております。
○委員
図書館の駐車場については市役所庁舎の駐車場を活用するということですが、市役所庁舎の駐車場は利用料が高いです。図書館来館者が市役所庁舎の駐車場を利用されたら図書館で駐車場の認証をされて無料にするという形になるのですか。

　また、水・木・金・土を７時まで延長開館にされるということですが、これは曜日がふえるのですか。今も４日間は延長しているのですか。

○事務局

　駐車場の料金については、昨年９月に公の施設に付随する駐車場料金の統一という基本方針の中で見直しをさせていただきました。市役所庁舎につきましては、これまで図書館利用者の場合は１時間の無料手続をさせてもらっていましたが、市の全体的な統一の中で駐車場については３０分までは無料と、ただし３０分を越えて２時間までについては３００円の利用料金をいただくということで原理原則的な方針が固まっておりますので、市役所庁舎の駐車場料金についても、その方向で改定するということで聞いております。それに準じますので、今後は図書館利用者においても３０分までは無料ということはさせていただきます。ただ、３０分を超えますと一定御負担いただくということで図書館に来た方におきましても減免とか無料措置といった方針ではなく、御負担いただくことになるかと思います。

また、延長開館については、これまで水・木・金と週３回実施していましたが、可能な限りふやすということで考えております。ライフタイルも変わってきていて、土曜日におきましても、夕方に来られる方も非常に多いですし、特に夏期の土曜日においては、夕方の時間帯に非常に多くの方が来られて早く帰っていただくことを求めておりました。これからは土曜日におきましても、できるだけ７時まで延長し、新たな費用負担がかからない範囲で頑張っていきたいと思っております。
○事務局

ただ今の駐車場の関係で一点だけ補足させていただきます。

　これまでこの会議の中で市役所の駐車場代が高いという御意見を何度かいただいておりました。３月２０日号の市政だよりに載っているのですが、４月から市役所の駐車場も先ほどの説明にありましたように９月に統一した他の施設と同じ金額の駐車料金に改めるということで、値段がかなり安くなると思います。ですので、今後は３０分を越えて２時間までが３００円、その後は１時間ごとに１００円増しという形になります。今まで開庁時間中は１時間までが４００円で、その後は３０分ごとに２００円の加算だったと思いますので、市役所の駐車場については料金が改正されることになるかと思っております。詳しくは市政だよりをごらんいただければと思います。
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